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〜第28回〜　ペタンク趣味のひろば

　
今
回
は
中
山
町
体
育
協
会
ペ
タ
ン
ク
部（
中

山
町
ペ
タ
ン
ク
連
盟
）
の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介

し
ま
す
。

��

平
成
元
年
に
発
足
し
、
ペ
タ
ン
ク
の
普
及

活
動
を
始
め
て
２５
年
に
な
り
ま
す
。
現
在
会

員
８
名
。
屋
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
『
す
ぱ
ー

く
中
山
』
や
近
隣
の
公
園
で
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

　
部
員
の
方
に
ペ
タ
ン
ク
の
魅
力
に
つ
い
て

尋
ね
て
み
る
と
、「
年
齢
・
性
別
・
健
常
者
・

障
が
い
者
を
問
わ
ず
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し

て
手
軽
に
楽
し
め
ま
す
。
ま
た
、
見
た
目
以

上
に
立
っ
た
り
、
す
わ
っ
た
り
、
歩
い
た
り

ビュットと呼ばれる真ん中の赤い玉を目指して
６5０ｇ～７００ｇの鉄球を投げ、１番近くに寄せた人
の勝ち。他の玉をどかせてもＯＫです。

６月に行われた『さくらんぼペタンク大会』

　紹介したい趣味をお持ちの方は、総務企画課情報防災グループ（☎６６２－４８９９）までお知らせくださ
い。また、このコーナー以外でも、あなたの趣味で創作、撮影した自慢したい作品を町ホームページ
「あがらっしゃいギャラリー」のコーナーに展示することができます。応募方法など詳しくは町ホー
ムページ⇒「あがらっしゃいギャラリー」（http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.
html）⇒「利用のきまり」をご覧ください。

町に対するご意見をお寄せください！
ひまわりポスト　役場、中央公民館、保健福祉センターの窓口に設置してあるほか、
　　　　　　　　町ホームページからもメールで送信できます。
ひまわり直行便　平成２５年７月１５日号「広報なかやま」に折りこんだ料金後納ハガキに記載の

うえ、ポストに投函してください。　

し
て
、
結
構
運
動
量
が
あ
り
ま
す
よ
。
さ
ら

に
、
集
中
力
も
鍛
え
ら
れ
、
人
と
の
つ
な
が

り
も
で
き
る
す
ば
ら
し
い
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

類
似
ス
ポ
ー
ツ
の
『
ボ
ッ
チ
ャ
ー
』
が
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
の
正
式
種
目
と
な
り
、
ペ
タ
ン

ク
も
正
式
種
目
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
の
で

期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
」
と
語
っ
て
く

れ
ま
し
た
。

●
主
な
活
動　
６
月
さ
く
ら
ん
ぼ
・
ペ
タ
ン

ク
大
会
、
１１
月
ラ
フ
ラ
ン
ス
・
ペ
タ
ン
ク
大

会
、
ペ
タ
ン
ク
教
室
年
８
回
程
度
開
催
。
東

北
ペ
タ
ン
ク
選
手
権
大
会
参
加
な
ど
。

●
一
緒
に
ペ
タ
ン
ク
を
し
て
み
た
い
と
い
う

方
は
、
布
施
善
範
さ
ん
（
☎
０
９
０

−

６
６

８
５

−

６
８
５
０
）
ま
で
。

今月の主な内容
中山中学校改築事業　P2
成人式　　　　　　　P4〜5
町議会行政視察報告　P6〜7
お知らせ版　　　　　P14〜19

■配布物　「健康と福祉のフェスティバル」チラシ
　　　　　子ども育成会だより

２０１３
平
成
２５
年9

№７０８

桜町の夏祭り（12ページに詳細）
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岩
谷
十
八
夜
観
音
例
祭

岩
谷
十
八
夜
観
音
と
は
…

　
岩
谷
十
八
夜
観
音
は
飛
鳥
時
代
に
開
か

れ
、
８
３
７
年
に
慈
覚
大
師
に
よ
っ
て
再

興
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
目
の
病
気
を
治
す
神
様
と
し
て
広
く
信

仰
を
集
め
、「
オ
ナ
カ
マ
」
と
呼
ば
れ
る

巫
女
（
青
森
県
で
い
う
イ
タ
コ
）
の
本
山

と
さ
れ
、多
く
の
人
が
祈
祷
に
訪
れ
ま
し
た
。

　
祈
祷
に
使
わ
れ
た
道
具
や
札
、
絵
馬
な

ど
は
国
の
重
要
有
形
民
俗
文
化
財
に
指
定

さ
れ
、
今
も
町
立
歴
史
民
俗
資
料
館
に
保

存
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
８
月
１８
日
、
岩
谷
地
区
に
あ
る
岩
谷
十

八
夜
観
音
で
例
祭
が
行
わ
れ
、
残
暑
の
厳

し
い
中
、
町
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
客
が

訪
れ
ま
し
た
。

　
例
祭
は
過
去
一
時
途
絶
え
て
い
ま
し
た

が
、
岩
谷
観
音
史
跡
保
存
会
（
渡
辺
利
喜

雄
会
長
）
の
皆
さ
ん
が
平
成
元
年
か
ら
復

活
さ
せ
、
毎
年
８
月
１８
日
に
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

　
恒
例
の
火
渡
り
儀
式
で
は
住
職
が
厳
か

に
祈
祷
を
行
っ
た
の
ち
、
境
内
中
央
に
積

み
上
げ
ら
れ
た
護
摩
木
に
火
が
焚
か
れ
ま

す
。
そ
れ
を
崩
し
、
塩
を
ま
き
、
場
を
清

め
た
後
に
火
渡
り
が
行
わ
れ
ま
す
。

　
訪
れ
た
参
拝
客
は
無
病
息
災
や
家
内
安

全
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
願
い
を
込
め

て
、
く
す
ぶ
り
続
け
る
木
の
上
を
次
々

と
渡
っ
て
い
ま
し
た
。

住職の祈祷の中で魔よけの矢が放たれると、それを取ろ
うと、参拝客が集まりました。

　
７
月
の
豪
雨
は
皆
さ
ん
の
記
憶
に

残
っ
た
か
と
思
い
ま
す
が
、
７
月
の
降

雨
量
は
１
９
８
１
年
（
昭
和
５６
年
）
の

観
測
以
来
、
最
大
を
記
録
し
ま
し
た
。

　
例
年
、
７
月
の
平
均
降
雨
量
は
１
５

１
㎜
程
度
で
す
が
、
今
年
は
そ
れ
を
倍

以
上
上
回
る
３
７
１
・
５
㎜
。
特
に
７

月
２２
日
は
午
後
４
時
４０
分
か
ら
５
時
４０

分
の
１
時
間
の
雨
量
４８
・
５
㎜
、
ま
た

こ
の
日
の
１
日
の
雨
量
も
８０
・
５
㎜
と

記
録
を
更
新
。

　
７
月
は
月・日・時
間
と
観
測
史
上
最

大
の
記
録
を
出
し
た
月
と
な
り
ま
し
た
。

７
月
中
の
雨
量

観
測
史
上
最
大

豪雨により冠水した最上川せせらぎ公園

　
中
山
中
学
校
の
改
築
は
平

成
２６
年
度
建
設
着
手
、
２７
年

度
完
成
を
目
指
し
現
在
設
計

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の

中
に
現
役
中
学
生
の
意
見
や

考
え
方
を
盛
り
込
む
た
め
、

８
月
８
日
、
中
央
公
民
館
で
中
学

生
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
は
２４
名
の

生
徒
が
参
加
。
４
つ
の
班
に
分
か

れ
、
新
校
舎
に
設
置
を
計
画
し
て

い
る
「
ロ
ッ
カ
ー
ル
ー
ム
」「
学

年
ユ
ニ
ッ
ト
」「
メ
デ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
」「
ひ
ま
わ
り
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

の
使
い
方
、
新
校
舎
に
刻
む
自
分

た
ち
の
足
跡
の
『
形
』
の
２
つ
の

テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
発

表
し
合
い
ま
し
た
。

新
し
い
中
山
中
学
校
に

　
　
中
学
生
の
意
見
を
反
映

メディアセンターの使いみちは？
　　　　　コンピュータを自由に使
いたい。勉強したいときに使いたい。

学年ユニットの使いみちは？
　　　　　作品の展示、学年集会、交
流の場、部活のミーティングや相談

ひまわりフォーラムの使いみちは？
　　　　　文化祭などの個人発表の場、集
会や作品展示、映画等の上映、応援練習

ロッカールームの使いみちは？
　　　　　男女別に着がえができ、自分の
持ち物を置ける。物置としても使いたい。

自分たちの足跡の『形』は？
　　　遊具？敷地内に木を植え
る？今の学校のミニチュア？

現段階の新校舎イメージ図

１階

２階

発表意見

発表意見発表意見

発表意見

発表意見

※平面計画は検討中のものです。

※�
中
山
中
改
築
の
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
詳
細
は

１４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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成 人 式町の次代を担う若者たちの

　
８
月
１５
日
、
平
成
２５
年
度
成
人
式
が

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今

年
成
人
を
迎
え
た
の
は
平
成
４
年
４
月

２
日
か
ら
平
成
５
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
男
６６
名
、
女
８２
名
、
計
１
４

８
名
で
す
。

　
式
典
で
は
、
大
津
町
長
が
「
皆
さ
ん

を
今
日
ま
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
や
家

族
、
地
域
に
感
謝
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
生
ま
れ
育
っ
た
中
山
町
に
誇
り

を
持
ち
、
消
防
団
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
は
じ
め
、
地
域
や
町
の
行
事

な
ど
に
積
極
的
に
参
加
し
て
、
町
の
発

展
に
大
い
に
活
躍
し
て
く
だ
さ
い
」
と

激
励
。
来
賓
の
恩
師
の
先
生
か
ら
も
お

祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
成
人
を
代
表
し
て
若
林
信

さ
ん
（
下
川
）
が
あ
い
さ
つ
。「
新
成

人
と
な
り
、
選
挙
権
や
飲
酒
喫
煙
の
自

由
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
権
利
が
与
え
ら

れ
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
は
自
分
で
そ
れ

ら
を
選
び
、
自
分
で
責
任
を
負
わ
な
け

れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
今
日
の
成
人
式
を

き
っ
か
け
に
大
人
に
な
る
と
い
う
こ
と

を
あ
ら
た
め
て
考
え
て
見
ま
し
ょ
う
」

と
新
成
人
に
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
式
典
後
は
中
山
玄
蕃
太
鼓
振
興
会
の

皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
演
奏
や
新
成
人
有

志
主
催
の
同
窓
会
も
開
催
さ
れ
、
華
や

か
な
ド
レ
ス
や
ス
ー
ツ
を
身
に
ま
と
っ

会田 理栄さん
（いずみ）

浦山 純平さん
（下川）

鈴木 里穂さん
（新町）

新成人代表のあいさつ
若林　信さん
（下川）

「薬局の仕事もだいぶ
慣れてきました。仕事
をますます充実させて、
将来は幸せな家庭を築
けたらいいです。」

「責任ある行動を心が
けたいです。町のサッ
カースポ少でコーチと
して子どもたちを育て
ていきたいです。」

「現在、学生をしてい
ますが、夢の歯科衛生
士の資格を取るために
毎日がんばっていま
す。」

木村あかねさん
（梅ヶ枝町）

村山　来
きたる
さん

（西小路）
日野 絢菜さん
（あおば）

「現在、県内の歯科専
門学校に通っています。
歯科衛生士の資格を早
く取って親孝行したい
です。」

「現在、東京の大学で
勉強していますが、将
来は山形に戻って、警
察官になりたいです。」

「現在、学生をしてい
ます。管理栄養士の資
格を取るために毎日が
んばっています。」

寺田 一貴さん
（西小路）

笹原 麻里さん
（梅ヶ枝町）

鈴木 一貴さん
（元町）

「青森山田高校で甲子
園に出場した経験を生
かし、何らかの形で野
球に携れるような社会
人になりたいです。」

「現在、カリフォルニ
アの短大に留学中。英
語をはじめ、中国語、
韓国語などを話せます。
将来はそれらの語学を
生かし航空関係の会社
に就職したいです。」

「現在、静岡の大学で
国際関係の勉強をして
いますが、大学で学ん
だことを生かせるよう
なところに就職したい
です。」

た
新
成
人
た
ち
は
、
な
つ
か
し
い
友
人
や
恩
師

と
再
会
。
成
人
と
し
て
の
自
覚
を
新
た
に
、
未

来
へ
踏
み
出
す
記
念
す
べ
き
一
日
と
な
り
ま
し

た
。

戦
没
者
追
悼
式

　
８
月
３０
日
、
町
の
戦
没
者
四
百
六
十
余

名
の
英
霊
を
悼
み
、
世
界
の
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
中
山
町
戦
没
者
追
悼
式
が
中
央

公
民
館
で
行
わ
れ
、
遺
族
や
来
賓
な
ど
が

参
列
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
英
霊
の
冥
福
を
祈
り
、
黙
と
う

が
捧
げ
ら
れ
、
大
津
町
長
が
「
今
日
、
私

達
が
享
受
す
る
平
和
と
繁
栄
は
先
の
大
戦

に
お
い
て
心
な
ら
ず
も
命
を
落
と
さ
れ
た

方
々
の
犠
牲
の
上
に
築
か
れ
て
い
る
こ
と

を
謙
虚
に
受
け
止
め
、
歴
史
に
学
び
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
人
類
社
会
の
恒
久
平

和
の
た
め
に
努
力
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
」
と
式
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　
式
の
最
後
に
は
参
列
者
全
員
が
白
菊
を

捧
げ
て
手
を
合
わ
せ
、
戦
没
者
の
冥
福
を

祈
り
ま
し
た
。

　
終
戦
か
ら
６８
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
戦

争
と
い
う
悲
惨
な
歴
史
を
繰
り
返
す
こ
と

の
な
い
よ
う
、
平
和
へ
の
思
い
を
新
た
に

し
た
式
と
な
り
ま
し
た
。
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町
議
会
行
政
視
察
報
告

秋
田
県
横
手
市
〔
横
手
北
中
学
校
〕

　
７
月
２５
日
か
ら
２６
日
の
２
日
間
、
町
議
会
の
中
山
中
学
校
改
築
特
別
委
員
会
に
よ
る

行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
視
察
内
容
に
つ
い
て
報
告
し
ま
す
。

ガ
ラ
ス
張
り
で
中
庭
が
見
え
る
開
放
的

な
ス
ペ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
職
員
室
は
２
階
に
あ
り
、
各
学
年
１

ユ
ニ
ッ
ト
と
な
っ
て
お
り
、
ユ
ニ
ッ
ト

ご
と
に
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
が
用
意
さ
れ
、

広
く
と
ら
れ
て
い
る
廊
下
を
利
用
し
ス

ペ
ー
ス
を
さ
ら
に
と
り
バ
ル
コ
ニ
ー
と

組
み
合
わ
せ
て
、
こ
こ
も
ま
た
中
庭
を

見
ら
れ
る
明
る
い
開
放
的
な
場
所
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
各
学
年
ユ
ニ
ッ
ト

に
は
、
今
後
の
生
徒
数
増
に
対
応
す
る

た
め
、
学
習
室
と
し
て
普
通
教
室
と
同

じ
広
さ
の
教
室
が
１
つ
用
意
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
体
育
館
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
が
２

面
取
れ
る
広
さ
と
な
っ
て
お
り
、
２
階

と
１
階
に
は
観
覧
ス
ペ
ー
ス
も
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
、バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
コ
ー
ト
が
１
面
取
れ
る
広
さ
の
小

体
育
館
と
武
道
館
が
あ
り
ま
す
。

　
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
４
０
０
ｍ
ト
ラ
ッ
ク

と
そ
の
中
に
天
然
芝
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー

（
中
山
中
学
校
改
築
特
別
委
員

�
鎌
上　
徹
）

　
７
月
２５
日
は
秋
田
県
横
手
市

立
横
手
北
中
学
校
を
視
察
し
ま

し
た
。

　
横
手
北
中
学
校
は
横
手
市
の

北
西
部
２
キ
ロ
ほ
ど
に
立
地
し

て
お
り
、
今
年
４
月
に
鳳
中
学

校
、
横
手
西
中
学
校
、
金
沢
中

学
校
の
３
校
が
統
合
し
、
横
手

北
中
学
校
と
し
て
開
校
し
ま

し
た
。
開
校
時
の
生
徒
数
は

３
０
６
人
、
普
通
ク
ラ
ス
１１
ク

ラ
ス
、
特
別
支
援
学
級
２
ク
ラ

ス
、
通
級
指
導
教
室
１
ク
ラ
ス

の
１４
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
校
舎
は
２
階
建
て
で
、
木
漏

れ
日
の
広
場
と
い
う
中
庭
を
持

ち
、
生
徒
用
玄
関
を
入
る
と
２

階
へ
の
左
右
の
階
段
と
広
い
交

流
広
場
が
あ
り
、
そ
の
奥
に
は

ト
が
あ
り
、
他
に
も
両
翼
９０
ｍ
の
野
球

場
、
人
工
芝
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
が
３
面

用
意
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
体
育
施
設
に
囲
ま
れ
る
よ
う

に
３
８
０
台
分
の
駐
車
場
が
あ
り
、
学

校
行
事
に
十
分
対
応
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
駐
車
場
に
関
し
て

は
、
今
後
併
設
予
定
の
小
学
校
の
分
も

含
ま
れ
て
い
る
た
め
、
非
常
に
多
い
駐

車
が
可
能
な
広
さ
と
な
っ
て
い
る
と
の

こ
と
で
し
た
。

　
建
設
発
注
方
法
は
、
本
体
工
事
、
電

気
設
備
工
事
、
機
械
空
調
設
備
工
事
、

屋
外
体
育
設
備
工
事
の
４
本
に
つ
い
て
、

各
工
事
ご
と
に
市
側
が
Ｊ
Ｖ
の
結
成
を

依
頼
し
受
注
希
望
型
指
名
競
争
入
札
で

落
札
者
を
決
定
し
て
い
ま
し
た
。

　
当
初
８
本
の
工
事
発
注
を
予
定
し
て

い
ま
し
た
が
、
工
期
の
短
縮
及
び
工
事

費
の
縮
減
を
図
る
た
め
、
４
本
に
ま
と

め
て
発
注
し
た
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　
今
ま
で
視
察
し
て
き
た
ど
こ
の
中
学

校
で
も
発
注
方
法
は
分
離
発
注
で
、
地

元
業
者
に
落
札
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
ま
し
た
。
管
理
が
難
し
い

発
注
方
式
で
す
が
、
地
元
の
業
者
で
で

き
る
仕
事
は
地
元
に
と
い
う
こ
と
が
望

ま
れ
る
と
思
う
の
で
、
発
注
方
式
に
つ

い
て
は
当
町
で
も
取
り
入
れ
て
い
く
べ

き
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
教
室
で
使
用
す
る
机
や
椅
子
は
全
て

既
製
品
で
、
特
別
注
文
の
木
製
も
い
い

と
は
思
わ
れ
ま
す
が
、
将
来
的
に
買
い

足
し
た
り
す
る
場
合
、
既
製
品
を
使
用

す
る
方
が
メ
リ
ッ
ト
も
多
い
と
思
い
ま

し
た
。

　
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル
が
校
舎
南
側
壁

面
に
設
置
さ
れ
て
お
り
、
施
工
業
者
も

壁
面
で
の
発
電
効
率
に
疑
問
が
あ
っ
た

が
、
冬
期
間
の
発
電
が
雪
の
反
射
で
想

像
以
上
の
発
電
結
果
と
な
っ
て
い
る
そ

う
で
す
。
発
電
パ
ネ
ル
の
設
置
に
つ
い

て
は
、
当
校
も
参
考
に
す
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
し
た
。

　
全
校
床
暖
房
で
、
体
育
館
は
遠
赤
外

線
暖
房
と
な
っ
て
お
り
、
職
員
室
、
保

健
室
及
び
会
議
室
は
エ
ア
コ
ン
が
入
っ

て
い
ま
す
が
、
他
の
教
室
等
に
は
冷
房

設
備
は
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
温
暖
化
等
を
考
え
る
と
床

暖
房
も
魅
力
的
で
す
が
、
冷
房
設
備
は

必
須
と
思
わ
れ
ま
し
た
。

　
駐
輪
場
に
つ
い
て
も
、
冬
期
間
は
ピ

ロ
テ
ィ
ー
と
し
て
部
活
動
で
使
用
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
全
体
像
が
決
ま
っ
た
当
校
で
も
ま
だ

ま
だ
取
り
入
れ
て
い
く
べ
き
点
が
あ
り
、

で
き
る
だ
け
子
ど
も
達
が
使
い
や
す
く

勉
強
し
や
す
い
校
舎
に
し
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

（
中
山
中
学
校
改
築
特
別
委
員

�

渡
辺
博
文
）

　
７
月
２６
日
は
秋
田
市
立
秋
田
北
中
学

校
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
秋
田
市
は
日
本
海
に
面
す
る
秋
田
県

南
北
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
中
山
町

か
ら
は
国
道
１
１
２
号
・
国
道
７
号
・

東
北
自
動
車
道
の
い
ず
れ
を
利
用
し
て

も
約
４
時
間
を
要
し
、
距
離
は
近
い
も

の
の
東
北
自
動
車
道
で
東
京
に
行
く
時

間
ほ
ど
も
か
か
る
時
間
的
に
は
非
常
に

遠
い
感
じ
が
す
る
街
で
す
。

　
秋
田
北
中
学
校
は
秋
田
市
に
２７
校
あ

る
中
学
校
の
う
ち
、
平
成
２１
年
３
月
に

完
成
し
た
秋
田
市
北
端
に
あ
る
中
学
校

で
す
。
こ
れ
ま
で
視
察
し
て
き
た
、
北

海
道
札
幌
市
の
『
勇
舞
中
学
校
』
や
福

島
県
矢
吹
町
の
『
矢
吹
中
学
校
』、
福

島
県
小
野
町
の
『
小
野
中
学
校
』
と
同

じ
よ
う
に
、
昨
日
視
察
の
秋
田
県
横
手

市
『
横
手
北
中
学
校
』
の
外
観
は
、
か

な
り
こ
だ
わ
っ
た
と
思
え
る
淡
い
ブ

ル
ー
調
や
ベ
ー
ジ
ュ
系
の
塗
装
が
施
さ

れ
た
明
る
い
感
じ
の
学
校
で
し
た
が
、

こ
の
度
の
『
秋
田
北
中
学
校
』
は
、
外

観
は
全
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な

し
の
４
階
建
て
で
、
学
校
と
い
う
よ
り

要
塞
の
よ
う
な
造
り
の
、
近
年
で
は
あ

ま
り
見
な
く
な
っ
た
外
観
で
す
。
校
舎

内
部
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト
打
ち
っ
ぱ
な
し

の
箇
所
が
ず
い
ぶ
ん
あ
り
、
完
成
か
ら

４
年
半
経
過
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
会
議
室
や
そ
の
付
近
の
廊
下
な
ど

は
ま
だ
セ
メ
ン
ト
臭
が
残
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
。

●
概
要
・
工
事
費
・
建
物
面
積
…
校
舎

棟
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
一
部
鉄
骨
造

４
階
建
て
、体
育
館
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
で
延
床
面
積
は
約
６
５
７
０
㎡
、

総
事
業
費
は
約
１９
億
円
。

●
発
注
方
法
…
分
離
発
注
方
式
の
指
名

競
争
入
札
で
、
基
本
的
に
は
地
元
業
者

優
先
。

●
設
計
（
基
本
設
計
・
実
施
設
計
）・

建
設
で
特
に
考
慮
し
た
件
…
“
配
置
計

画
”
で
は
仮
設
校
舎
を
設
け
ず
、
既
存

校
舎
で
の
運
営
を
し
な
が
ら
新
校
舎
を

建
設
す
る
た
め
の
配
置
と
し
た
。“
平

面
計
画
”
で
は
、
中
庭
を
設
け
、
校
舎

と
体
育
館
を
一
体
に
す
る
こ
と
で
、
コ

ン
パ
ク
ト
で
あ
り
な
が
ら
光
と
風
の
通

り
抜
け
る
伸
び
や
か
な
学
習
環
境
を
確

保
す
る
。“
バ
リ
ア
フ
リ
ー
計
画
”で
は
、

ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
に
融
雪
装
置
を
設
置
、

エ
レ
ー
ベ
ー
タ
ー
や
多
目
的
便
所
の
設

置
な
ど
。“
暖
房
設
備
計
画
”
で
は
、

都
市
ガ
ス
に
よ
る
全
館
暖
房
で
、
多
目

的
ホ
ー
ル
と
普
通
教
室
は
床
暖
房
、
特

別
教
室
は
フ
ァ
ン
コ
ン
ベ
ク
タ
温
水
暖

房
、
体
育
館
は
輻
射
暖
房
。

　
私
見
で
す
が
、
一
つ
は
こ
の
学
校
の

現
在
の
全
生
徒
数
が
２
８
３
人
で
、
延

床
面
積
が
中
山
中
学
校
の
設
計
と
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
り
、
面
積
／
生
徒
数
レ
シ
オ

（
割
合
）
は
極
め
て
贅
沢
と
言
え
ま
す
。

視
察
時
に
、
多
目
的
ホ
ー
ル
で
授
業
を

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
全
員
が
隅
の
ほ

う
に
寄
っ
て
授
業
を
し
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
ほ
ど
広
い
空
間
で
し
た
。
二
つ

目
は
事
業
費
／
面
積
レ
シ
オ
（
割
合
）

が
中
山
中
学
校
改
築
予
定
の
３
分
の
２

ほ
ど
で
、
給
食
セ
ン
タ
ー
が
な
い
こ
と

や
、
あ
る
い
は
震
災
前
だ
っ
た
こ
と
を

考
慮
し
て
も
、
安
す
ぎ
る
の
で
は
な
い

か
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
学
校
で
あ
り

ま
し
た
。

秋
田
県
秋
田
市
〔
秋
田
北
中
学
校
〕

町議会だより
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仕
事
と
消
防
団
な
ど
の
活
動
と
の

両
立
は
大
変
で
は
な
い
で
す
か
？

　

初
め
は
大
変
で
し
た
が
、
も
う
す
っ
か
り

慣
れ
ま
し
た
。
学
生
時
代
、
陸
上
部
で
長
距

離
を
し
て
い
た
の
で
体
力
に
は
自
信
が
あ
る

ん
で
す
。
仕
事
に
支
障
が
出
な
い
程
度
に
、

自
分
の
で
き
る
範
囲
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
っ
た
き
っ
か
け
を

教
え
て
く
だ
さ
い

　

父
が
消
防
団
に
入
っ
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、
地
元
の
消
防
団
の
方
に
誘
わ
れ
て
ほ
ぼ

強
制
的
に（
笑
）。
１９
歳
の
と
き
に
入
団
し
た

の
で
、
も
う
６
年
目
に
な
り
ま
す
。

消
防
団
で
は

ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
か
？

　

日
常
的
な
活
動
と
し
て
は
、
月
２
回
の
器

具
の
点
検
、
町
内
の
巡
回
な
ど
で
す
。
来
年

開
催
さ
れ
る
消
防
操
法
全
国
大
会
の
選
手
候

補
に
も
選
ば
れ
て
い
る
の
で
、
個
人
的
に
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
も
励
ん
で
い
ま
す
。

　

他
に
も
、
救
急
救
命
講
習
を
受
講
し
た

り
、
消
防
操
法
大
会
の
前
に
は
積
極
的
に
訓

練
に
参
加
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

消
防
団
に
入
っ
て
変
わ
っ
た
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

　

何
か
災
害
が
あ
っ
た
ら
地
域
の
人
を
守
ら

な
い
と
い
け
な
い
、
自
分
が
動
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
、
と
い
う
責
任
を
感
じ
る
よ
う
に

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

他
に
は
、
消
防
団
に
入
る
ま
で
は
ほ
と
ん

ど
地
区
の
人
と
関
わ
ら
な
か
っ
た
の
で
す

が
、
人
付
き
合
い
が
広
が
っ
て
色
々
な
年
代

の
方
と
話
す
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
活
動
や
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

す
る
こ
と
で
、
多
く
の
人
と
触
れ
合
え
る
の
で
、

地
域
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
齋
藤
泰
史
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
齋
藤
さ
ん
は
、
車
の
部
品
を
製
造
す
る
仕
事
の

傍か
た
わら

、
町
の
消
防
団
活
動
や
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
な

ど
に
も
積
極
的
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

■住まい　達磨寺
■趣　味
　スノーボード、ドライブなど。
■好きな食べ物
　魚。刺身で食べるのが好きです。
■好きな女性のタイプ
　髪が長くて、女性らしい人
■中山町の魅力は？
　近隣市町へアクセスしやすく、便利なとこ
ろ。スポーツ施設が充実しているところも魅
力だと思います。
■中山町に足りないものは？
　家族連れや若者が集まるようなショッピン
グモールなどがあれば便利だと思います。

齋藤 泰
やす

史
ふみ

さん

　
取
材
当
日
は
、
地
元
の
盆
踊
り
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
準
備
の
合
間
を
縫
っ
て
取
材
に

応
じ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
も
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
も
今
ど

き
の
若
者
ら
し
い
齋
藤
さ
ん
。
地
元
の
お
祭

り
を
盛
り
上
げ
る
た
め
、
炎
天
下
の
も
と
汗

を
か
き
な
が
ら
率
先
し
て
働
く
姿
が
印
象
的

な
青
年
で
し
た
。

齋藤さん、
ありがとうございました♪

（２５歳）

Vol.4

　
７
月
の
豪
雨
災
害
で
は
近
隣
の
市
や
町
で
水
道

が
断
水
し
て
、
と
っ
て
も
大
変
で
し
た
ね
。

　
と
こ
ろ
で
、
中
山
町
の
水
道
っ
て
い
つ
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　
豊
田
地
区
で
は
土
橋
地
区
が
大
正
１４
年
に
、
そ

の
他
の
地
区
は
昭
和
３０
年
前
後
に
水
道
が
完
成
し

ま
し
た
。
戸
数
の
多
い
長
崎
地
区
で
は
莫
大
な
金

額
と
労
力
が
必
要
で
、
念
願
の
完
成
は
昭
和
３２
年

で
し
た
。
こ
れ
で
町
内
全
域
の
家
庭
で
、
蛇
口
を

ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
の
で
す
。

　
現
在
、私
た
ち
が
飲
ん
で
い
る
水
は
と
い
え
ば
、

昭
和
４２
年
か
ら
県
野
球
場
東
側
に
あ
る
「
最
上
川

中山町誕生
（昭和２９年）

　

各
家
庭
で
は
水
道
が
で
き
る

ま
で
、
不
衛
生
な
井
戸
か
ら
手

桶
を
か
つ
い
で
苦
労
し
て
水
を

汲
ん
で
た
ん
だ
け
ど
、
そ
の
必

要
が
な
く
な
っ
て
、
台
所
に
は

い
つ
も
新
鮮
な
水
が
あ
ふ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
も
も
。

中山町誕生
（昭和２９年）

今から5６年前…

タイムスリ
ップなかやま

Vol.4

水道水が出た！
（昭和3２年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

中
部
水
道
企
業
団
」が
、

中
山
町
、
山
形
市
の
一

部
、
山
辺
町
へ
良
質
で

安
定
し
た
水
を
供
給
し

て
く
れ
て
い
ま
す
。

水
難
事
故
の
安
全
を
祈
願

『
川
向
金
比
羅
樽
流
し
保
存
会
』
発
足

　
最
上
川
に
樽
を
流
し
て
水
難
事
故
が

な
く
な
る
よ
う
に
と
願
う
長
崎
川
向
地

区
に
伝
わ
る
伝
統
行
事
『
金
比
羅
樽
流

し
』。

　
８
年
前
ま
で
地
区
を
挙
げ
て
実
施
し

て
き
ま
し
た
が
、
一
時
中
断
。
白
田
ヤ

ノ
さ
ん
（
桜
町
）
が
た
っ
た
一
人
で
樽

流
し
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
を

知
っ
た
町
内
の
有
志
が
「
保
存
会
準
備

委
員
会
」
を
組
織
し
、
今
年
５
月
６
日

に
８
年
ぶ
り
に
樽
流
し
を
復
活
さ
せ
ま

し
た
。

　
７
月
２６
日
に
は
そ
の「
準
備
委
員
会
」

か
ら
正
式
な
保
存
会
と
な
る
た
め
の
発

足
式
が
、ひ
ま
わ
り
温
泉
「
ゆ・ら・ら
」

で
行
わ
れ
、
賛
同
し
た
２０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

　
発
足
式
で
会
長
に
選
任
さ
れ
た
鈴
木

昭
十
さ
ん
（
金
沢
）
は
、「
最
上
川
は

わ
が
町
に
と
っ
て
、
と
て
も
重
要
な
も

の
で
す
。
そ
の
最
上
川
に
お
い
て
こ
の

伝
統
文
化
は
県
内
で
は
こ
こ
だ
け
な
の

で
、
団
結
し
な
が
ら
存
続
さ
せ
、
子
孫

に
伝
え
て
い
き
た
い
」
と
今
後
の
継
承

に
意
欲
を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

今年５月の樽流し風景

発足式のようす
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中山町情報・物産館 

　
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
）
は
、

大だ
い

旱か
ん

魃ば
つ

の
年
で
、「
図

－

１
畑
荒

地
起お
こ
し
か
え
り
あ
ら

返
麁
絵え

図ず

」
に
よ
る
と
小

塩
村
の
東
で
「
へ
ん
ぐ
り
」
の
曲

流
を
作
っ
た
あ
と
、
最
上
川
は
な

お
も
蛇
行
し
な
が
ら
下
川
に
い

た
っ
て
い
ま
す
。
上
川
原
か
ら
南

の
「
古
川
」
は
、
部
分

的
に
水
溜
り
を
残
し
な

が
ら
も
主
要
部
は
起
お
こ
し

返か
え

り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
河
道
が
安
定

し
て
い
な
い
た
め
、
新

川
筋
の
附
近
に
は
荒
地

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
下
川
の
先
は
、
流
路

を
北
東
に
と
っ
て
落
合

の
北
で
須
川
を
合
わ
せ

て
い
ま
す
。
合
流
の
直

前
、
河
道
は
二
俣
に

な
っ
て
、
一
つ
は
三
軒

屋
の
南
に
蛇
行
し
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
川
向
、
川
久
保
で
も
起

返
地
が
広
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
小
塩
村
で
は
、
こ
れ
ま
で
あ
っ

た
２
本
の
曲
流
の
東
側
に
川
を
直

線
に
し
て
流
す
た
め
の
新
掘
割
が

切
ら
れ
、
こ
の
瀬
替
に
よ
り
川
が

３
条
に
な
っ
た
形
で
絵
図
に
描
か

第78話　近世後期の川筋

れ
て
い
ま
す
。
小
塩
の
東
に
は
、

蛭び
る

田だ

・
前
原
な
ど
の
地
名
が
あ
り
、

か
つ
て
は
河
道
だ
っ
た
こ
と
や
上

川
原
の
新
開
、
中
川
原
の
桜
町
の

地
名
も
氾
濫
源
で
あ
っ
た
と
こ
ろ

を
開
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま

す
。

【
用
語
の
説
明
】

起お
こ
し
か
え
り
ち

返
地

：

江
戸
時
代
の
地
方
用

語
で
、
洪
水
な
ど
に
よ
り
荒
廃
し

た
田
畑
を
再
び
元
の
よ
う
に
復
興

し
た
田
畑
を
い
う
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

図－１嘉永７年畑荒地起返麁絵図（最上川川筋）上部は、
皿沼、右上二筋の最上川、須川合流点、落合、三軒屋

〔
９
月
１
日　
荘
内
銀
行
・
日
新
製
薬

ス
タ
ジ
ア
ム
や
ま
が
た　
中
山
町
・
山

辺
町
か
ら
各
２
チ
ー
ム
出
場
〕

▼
優　
勝　
奥
山
建
設
工
業

▼
準
優
勝　
土
橋
タ
イ
ガ
ー
ス

〔
８
月
１８
日　
ひ
ま
わ
り
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
場　
１
３
４
名
参
加
〕

▼
１
位　
秋
場　
智
（
桜
町
）

▼
２
位　
長
谷
川
八
重
子
（
柳
町
）

▼
３
位　
工
藤
正
廣
（
桜
町
）

�

〔
８
月
４
日　
蔵
王
坊
平
〕

▼
駅
伝
大
会
（
中
学
生
３
名
・
小
学
生

２
名
の
県
内
市
町
村
対
抗
戦
）
男
子
１１

位
（
歴
代
第
２
位
）、
女
子
２８
位

▼
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー　
小
学
生
男
子

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
、
２１
位
（
完
走
者

２
１
８
名
中
）

第
２０
回
中
山
・
山
辺
町
長
杯
争
奪

野
球
大
会
結
果

第
１２
回
中
山
町
長
杯

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
結
果

第
１６
回
山
形
県
ジ
ュ
ニ
ア
駅
伝
競
走

大
会
及
び
第
３８
回
蔵
王
坊
平
ク
ロ
ス

カ
ン
ト
リ
ー
大
会
結
果

ふ
る
さ
と
寄
附
金
あ
り
が
と
う

　
５
月
２０
日
～
８
月
２０
日
に
寄
附
し
て

く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。

（
氏
名
等
の
公
表
を
希
望
し
な
い
方
に

つ
い
て
は
掲
載
し
て
い
ま
せ
ん
）

櫻
井
明
惠
さ
ん
（
奈
良
県
橿
原
市
）

野
村
文
雄
さ
ん
（
東
京
都
新
宿
区
）

金
井
優
宜
さ
ん
（
埼
玉
県
杉
戸
町
）

藤
倉
弘
之
さ
ん
（
大
阪
府
富
田
林
市
）

山
岡
智
博
さ
ん
（
大
阪
府
大
阪
市
）

佐
野
　正
さ
ん
（
静
岡
県
掛
川
市
）

浜
野
浩
司
さ
ん
（
秋
田
県
能
代
市
）

近
藤
裕
文
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

櫻
井
　等
さ
ん
（
愛
知
県
名
古
屋
市
）

鈴
木
栄
一
さ
ん
（
東
京
都
町
田
市
）

舩
橋
二
郎
さ
ん
（
静
岡
県
伊
豆
の
国
市
）

前
田
秀
高
さ
ん
（
兵
庫
県
神
戸
市
）

岡
村
達
彦
さ
ん
（
三
重
県
桑
名
市
）

北
　勇
人
さ
ん
（
三
重
県
松
阪
市
）

中
山
邦
夫
さ
ん
（
京
都
府
京
都
市
）

石
澤
亮
司
さ
ん
（
千
葉
県
市
川
市
）

萩
原
正
博
さ
ん
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）

有
間
節
子
さ
ん
（
千
葉
県
白
井
市
）

成
田

　宏
さ
ん
（
東
京
都
杉
並
区
）

小
城
左
治
さ
ん
（
福
岡
県
久
留
米
市
）

深
瀬
誠
子
さ
ん
（
神
奈
川
県
川
崎
市
）

澤
畔
久
雄
さ
ん
（
神
奈
川
県
横
浜
市
）

安
　泰
善
さ
ん
（
新
潟
県
上
越
市
）

東
南
村
山
支
部

消
防
操
法
大
会
結
果

長
年
の
障
が
い
者
福
祉
に
尽
力

後
藤
礼
子
さ
ん
に

�

知
事
感
謝
状

▼
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部

　

優
秀
賞　
第
４
分
団
第
３
部

�

（
土
橋
）

▼
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部

　

第
２
位　
第
１
分
団
第
１
部

�

（
桜
町
、
い
ず
み
、
あ
お
ば
）

〔
８
月
２６
日
、
山
形
市
消
防
本
部
消

防
署
西
崎
出
張
所　
山
形
、
上
山
、

天
童
、
山
辺
、
中
山
の
５
市
町
の
代

表
チ
ー
ム
が
出
場
〕

祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
功
績
が
認
め

ら
れ
、
更
生
援
護
功
労
者
と
し
て
吉
村

知
事
か
ら
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
後
藤
さ
ん
は
１３
年
も
の
間
、
山
形
県

身
体
障
が
い
者
福
祉
協
議
会
の
役
員
や

中
山
町
身
体
障
が
い
者
福
祉
協
会
の
会

長
を
務
め
て
い
ま
す
。

　
後
藤
礼
子
さ
ん

（
梅
ヶ
枝
町
）
が
、

永
年
の
障
が
い
者

の
更
生
援
護
と
福

８月は町内各地で町の花ひまわりが咲き誇りました。

➡国道１１２号のひまわりロードは今年で２6年目。
約6００メートルにわたって咲き乱れ、今年も道
行くドライバーの目を楽しませていました。

➡役場正面玄
関には今年も
ひまわりが役
場庁舎を訪れ
る人をお出迎
え。

　８月９日、町の平成２６年度事業に対する地区
要望会が役場で開催されました。
　今年は金沢、北小路、柳沢、梅ヶ枝町、小塩、
土橋、岡の７地区が町へ要望書を提出。要望は
主に道路・側溝の整備や交通標識の設置などで、
参加した地区の代表者から要望事項について説
明があった後、それについて町から回答をしま
した。この要望会で採用された要望事項は、来
年度予算で対応できるかどうか今後検討するこ
とになります。

地区の要望を町政へ反映

地区要望会

小塩地区要望会のようす

町の花 ひまわり
今年も元気に咲きました

※
㈶
Ｊ
Ｋ
Ａ
に
よ
る
「
競
輪
公
益
資
金
」
の
補
助
事
業
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まちの人口（８月末現在）
人　口　12,011人（前月比ー９人）

　　　　　　（男5,857人、女6,154人）

世帯数　3,616世帯（前月比＋３世帯）

　　　人の動き　出生８人　転入21人

　　　（８月届出分）　死亡11人　転出27人

戸籍の窓口 ８　月
届出分

珍しい！桃の雪だるま はつらつ料理教室

　８月１７日、町立図書館ほんわ館の児童書架コー
ナーで『真夏の！おはなし会』が開催されました。
　『なつのおとずれ』『スイカぼうず』『こわーいは
なし』『おばけにょうぼう』『ぎょうれつのできるは
ちみつやさん』『モグラくんとセミのこくん』『きん
ぎょがにげた』といった海や怪談など、夏らしい絵
本を中心に、ほんわ館ファンの方と長崎小６年生の
お姉さん３名が絵本を読んでくれました。
　集まった幼児やその保護者は熱い夏、涼しいほん
わ館で楽しいおはなしに目を輝かせて聞き入ってい
ました。

　８月１８日、柳沢地区で石子沢川の河川愛護イベン
トが行われました。「柳沢地区石子沢川河川愛護会」
が毎年行っているもので、県の「河川アダプト導入
モデル事業」の一環として実施されています。
　当日はニジマス１５０匹を石子沢川に放流。子ども
たちは魚のつかみ取りをして川遊びを楽しみまし
た。西塔幸男柳沢総代は、「このイベントをとおし
て石子沢川を愛してもらい、川をいつまでもきれい
に保ち、後世の子どもたちにも川遊びをしてもらい
たい」と話していました。

　８月２３日、「はつらつ料理教室」が保健福祉センター
で開催され、６５歳以上のひとり暮らしの方７名が参
加しました。
　メニューは野菜をたっぷり使ったスペイン風オム
レツやスープ、小松菜の辛子和え、トマトサラダ。
講師の町食生活改善推進員の方々から料理の手ほど
きを受けながら、参加者同士で協力し、楽しく料理
をつくりました。
　参加者は「メニューが１つ増えた」「いつも塩分
を取りすぎていたので、こういう機会があると勉強
になる」「スペイン風オムレツにジャガイモが入っ
ておいしかったので、家でも作りたい」と話してい
ました。

TOPICSTOPICSTOPICSひまわり広場
皆さんの身近な情報や写真を

お寄せください
総務企画課情報防災グループまで

電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

　８月は桃の収穫
の最盛期でした
が、三軒屋の秋葉
さんの桃畑で、軸
同士が完全にくっ
ついた珍しい桃が
見つかりました。
　品種は白鳳。長
年桃の集荷に携っ
てきた農協の方
も「きゅうり、な
す、だいこん、り
んごがくっついた
ものは見たことあ

ほんわ館 真夏のおはなし会

ﾜｯｼｮｲ！ﾜｯｼｮｲ！桜町の夏祭り

５年ぶり プロ野球一軍戦

　今年は荘内銀行・日新製薬スタジアムやまがた（県
野球場）で平成２０年の広島対横浜以来、５年ぶりに
プロ野球一軍戦が開催されました。
　７月９日には５９年ぶりに県内に読売ジャイアンツ
がやってきて、対ヤクルト戦には１６，３６４人、８月２０
日の東北楽天ゴールデンイーグルス対日本ハム戦に
は１３，４０７人もの野球ファンがつめかけました。
　試合当日は一軍戦を待ちわびたファンが町内外か
らかけつけ、迫力の試合を観戦し、大変な盛り上が
りを見せていました。

と、子どもみこしが神社を
出発。元気なかけ声ととも
に地区内を練り歩きました。
　子どもみこしのあとに
は子ども縁日やビアパー
ティーも行われ、この日の
桜町地区は１日中賑わいを
みせ、子どもからお年寄り
まで夏祭りを楽しんでいま
した。

　８月４日、桜町地区で把
たばね
松
まつ
稲荷神社の大祭が行わ

れました。
　祭りは早朝から桜町公民館隣りの把松稲荷神社で
地区民の無病息災や家内安全などをお祈りしたあ

柳沢　石子沢川でニジマスつかみどり

るが、ももは初めて見た。今年の大雨の影響なのか」
と非常に珍しがっていました。
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ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【９月15日～10月14日（８/29現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが独占して使用されま
　すので、一般の使用ができません。
●独占使用の申請受付は使用日の１か月前で終了します。
　    　　※ご予約・お問い合わせ先
　　　　　    総合体育館　☎６６２－２３００

10/９（水）

期　日 使用コース 時　間　帯

10/11（金）

10/６（日）

10/４（金）

10/12（土）

10/10（木）

Ｃ・Ｄコース

Ｄ・Ｅ・Ｆコース

Ａ・Ｂコース

14:00～15:30

Ｆコース

Ｅ・Ｆコース

９/15（日）

Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄコース

９/15（日）

Ｃコース
９/19（木）

９/24（火）

９/18（水）

９/22（日）
９/24（火）

９/25（水）
９/27（金）

９/29（日）
９/29（日）
９/28（土）

９/29（日）
９/30（月）

９/27（金）
Ｂ・Ｃコース

Ａ・Ｂ・Ｃコース

Ｃコース

Ｃコース

Ｆコース
Ｂコース
Ｃコース
Ｅ・Ｆコース

Ｂ・Ｃコース

Ａ・Ｂコース

Ｂ・Ｃコース
Ｅ・Ｆコース

Ａ・Ｂコース

Ａコース

８:30～12：00

第３回全国ひまわり杯
グラウンドゴルフ大会

８:30～13:00

８:30～12:00

８:30～12:30

８:30～15:00

９:00～13:00

８:30～12:00

９:00～12:00

９:00～12:00

８:30～13:00
８:30～15:00
８:30～16:00

８:30～16:30

８:30～16:30

８:30～17:30
８:30～15:00
８:30～12:30

13:00～16:00
９:30～15:00
８:30～17:00
９:45～12:00
８:30～14:00
９:00～13:00

10/４（金）

10/６（日）
10/６（日）

９/18（水）

10/13（日）
10/13（日）

10/13（日）

Ａ・Ｂ・Ｃコース

全コース貸切り
Ａ・Ｂコース
Ｄ・Ｅコース

Ａ・Ｂコース
Ｃコース

８:30～16:30
８:30～16:30

楽天イーグルススクールコーチ
とふれあいデー参加者募集

●日時　10月６日（日）午後１時30分～４時
●場所　荘銀・日新スタジアム（県野球場）
　　　　第二球場（雨天時は室内練習場）
●内容　ノックを受けてみよう、バットを振ってみよう、
　　　　楽天グッズ抽選会など
◆午後１時まで受付けを済ませてください。
◆雨天の場合、会場変更となりイベント内容が変更に
　なり、入場制限・入替制になる場合がありますので
　ご了承ください。
◆運動のできる服装でお越しください。
◆飲み物は各自準備してください。
※お問い合わせ先
　　荘銀・日新スタジアム　☎６６２－５３６１

元プロ野球選手、ソフトボール金メダリストと遊ぼう！

（１）消費税８％対策セミナー

中山町商工会では、半年後に迫った消費税の
増税に備えて、各種セミナーを開催します。
☆いずれも参加無料。どなたでも参加できます。
（事前に申込みをお願いします。）

　今回の改正では、経過措置等、気をつけなければ
いけない点が多くあります。基本的なルールを確認
し、実務に備える為のセミナーです。
●日時　10月１日（火）午後３時～５時
●会場　ひまわり温泉ゆ・ら・ら 第１会議室
●講師　税理士　井上哲寿　氏
●内容　消費税アップの基本的なルール確認、
　　　　税率引き上げの経過措置、実務上の
　　　　留意点など
◆申し込みは９月24日（火）まで。

　今回の制度改正を売上増進や事業成長のビジネス
チャンスとしてとらえ、活用する為のセミナーです。
●日時　10月16日（水）午後１時～５時
●会場　ひまわり温泉ゆ・ら・ら 第1会議室
●講師　中小企業診断士　渋谷雄大　氏
●内容　消費税増税に負けない優良顧客を作る
　　　　販促術、増税に負けない単価アップの
　　　　方法など
◆申し込みは10月４日（金）まで。

（２）消費税引き上げをチャンスに変える！

☆創業・開業をお考えの方、商工会をご利用ください。
※お申込み・お問合せ先
　中山町商工会　☎６６２－２２０７

※お問い合わせ先
　住民税務課税務Ｇ ☎６６２‐２１１２

月 の 納 税今 等
納期限９月３０日（月）
●国民健康保険税　　３期
●介護保険料　　　　３期
●後期高齢者医療保険料　３期

◆税額や保険料の変更がある方へ、９月
13日（金）に納付書を発送します。お手
元に届いた方は内容をご確認ください。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1193

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

　
平
成
26
年
度
着
工
を
予
定
し
て
い
る
中
山

中
学
校
新
校
舎
の
概
要
や
設
計
の
考
え
方
、

改
築
事
業
の
進
捗
状
況
等
に
つ
い
て
広
く
住

民
の
皆
様
に
お
知
ら
せ
す
る
た
め
、
次
の
通

り
住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
期
日　

９
月
26
日
（
木
）

●
時
間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分
（
終
了
予

定
）

●
場
所　
中
央
公
民
館
第
１・
２
会
議
室（
２

階
）

中
山
中
改
築
基
本
設
計　
　

住
民
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
施
設
整
備
Ｇ　
　
　
　
　

☎
６
６
２
‐
５
４
３
５

議
会
を
傍
聴
し
て
み
ま
せ
ん
か

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
議
会
事
務
局　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
７
０

　
中
山
町
議
会
９
月
定
例
会
が
次
の
通
り
開

催
さ
れ
ま
す
。
住
所
、
氏
名
を
記
入
す
る
だ

け
で
ど
な
た
で
も
傍
聴
で
き
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
傍
聴
人
は

先
着
30
名
ま
で
と
し
ま
す
。

●
９
月
定
例
会
日
程
（
予
定
）

　
▼
９
月
17
日（
火
）午
前
10
時
～
…
一
般
質

　
問
、決
算
報
告
等

　

▼
９
月
18
日（
水
）～
20
日（
金
）…
全
員

　
協
議
会
等

　
▼
９
月
24
日（
火
）午
前
10
時
～
…
決
算
認

　
　
定
、補
正
予
算
、条
例
等

●
場
所　
中
央
公
民
館 

第
二
研
修
室

◆
議
会
日
程
表
、議
案
項
目
、一
般
質
問
等
は
、

９
月
９
日（
月
）か
ら
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の「
町
議
会
の
情
報
」に
掲
載
し
ま
す
。

●
対
象　
私
立
高
等
学
校
に
在
学
し
て
い
る

生
徒
を
持
つ
保
護
者
等
で
、
次
の
事
項
に

該
当
す
る
方

①
平
成
25
年
度
の
町
民
税
が
非
課
税
の
保
護

者
等
（
生
活
保
護
世
帯
を
含
む
）。

②
平
成
25
年
度
の
町
民
税
の
う
ち
、均
等
割

額（
３
，０
０
０
円
）だ
け
が
課
税
さ
れ
て

い
る
保
護
者
等
。（
所
得
割
額
が
課
税
さ
れ

て
い
る
保
護
者
等
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
。）

●
補
助
額　

生
徒
一
人
あ
た
り
３
０
，

０
０
０
円
（
年
額
）

●
申
請
方
法　

関
係
書
類
を
添
付
し
、９
月

27
日（
金
）ま
で
に
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

（
中
央
公
民
館
内
）へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
申
請
書
は
、
各
私
立
高
等
学
校
、
学
校
教

育
Ｇ
で
交
付
し
て
い
ま
す
。

私
立
高
等
学
校
生
徒
の　

学
費
補
助
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎

６
６
２
‐
５
４
８
４

　
全
館
清
掃
の
た
め
、
次
の
日
程
で
臨
時
休

館
に
な
り
ま
す
。

●
期
日　
10
月
４
日
（
金
）

※
代
替
施
設
と
し
て
、
勤
労
文
化
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
館
内
に
入
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
用
件
は
電
話
で
お
願
い
し
ま
す
。

中
央
公
民
館
臨
時
休
館　

の
お
知
ら
せ

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ☎

６
６
２
‐
２
２
３
５

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

大
人
の
英
会
話
教
室
を　

実
施
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ☎

６
２
２
‐
２
２
３
５

　
町
内
の
小
・
中
学
校
で
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
し
て
活

躍
中
の
ク
リ
ス
先
生
に
よ
る
初
心
者
向
け
の

英
会
話
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　
英
語
を
楽
し
く
使
っ
て
み
た
い
方
、
海
外

の
文
化
に
興
味
の
あ
る
方
、
英
会
話
に
挑
戦

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
期
日　
10
月
２
日
～
30
日
の
毎
週
水
曜
日

（
全
５
回
）

●
時
間　
午
後
７
時
～
８
時
30
分

●
場
所　
中
央
公
民
館

●
内
容　
自
己
紹
介
、
道
案
内
、
ロ
ー
ル
プ

レ
イ
ン
グ
な
ど
。
楽
し
く
話
し
な
が
ら
英

語
を
学
び
ま
す
。

●
講
師　
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
ジ
ェ
ー
ム
ス
・

サ
ン
ダ
ー
ス
氏

●
対
象　
中
山
町
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務

し
て
い
る
18
歳
以
上
の
方（
学
生
を
除
く
）

●
料
金　
５
０
０
円

●
定
員　
15
名
（
先
着
順
）

●
申
込
締
切　

９
月
29
日
（
日
）

●
申
込
方
法　
５
０
０
円
を
添
え
て
中
央
公

民
館
に
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
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な が さ き 幼 稚 園 か ら

☆運動会
・期日　10月５日（土）
・時間　午前８時45分～正午
・場所　町民グラウンド（雨天時は総合体育館）
※未就園児のお友達のゲームもあります。（10時30分頃）
☆英語で遊ぼう
・期日　10月15日（火）
・時間　午前10時10分～10時50分
・場所　ながさき幼稚園

　未就園児の皆さん、ながさき幼稚園で楽しく遊んでみませんか？

※お問い合わせ先　ながさき幼稚園（☎ 662-2345）

☆
い
ず
れ
も
、
参
加
費
を
添
え
て
申
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

【
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
】

●
期
間　

10
月
３
日
（
木
）
～
11
月
21
日

（
木
）
の
毎
週
木
曜
日
（
計
８
回
）

●
時
間
　午
後
７
時
～
８
時
45
分

●
場
所　
総
合
体
育
館

●
内
容　
ラ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
、
ミ
ニ
テ
ニ

ス
、
エ
ア
バ
レ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
な
ど

●
参
加
費（
８
回
分
）　

１
６
０
０
円
。２
人

目
か
ら
は
１
２
０
０
円
。（
会
員
は
無
料
）

【
み
ん
な
で
歩
こ
う
（
秋
コ
ー
ス
）】

●
期
日
と
コ
ー
ス
※（　
）内
は
集
合
場
所

　
▼
９
月
28
日（
土
）
…
高
取
山
軽
登
山（
岡

公
民
館
） 

▼
10
月
５
日
（
土
）
…
寒
河
江

花
博
周
辺
コ
ー
ス
（
県
野
球
場
入
口
駐
車

場
） 

▼
10
月
26
日
（
土
）
…
紅
葉
の
県
民

の
森
コ
ー
ス
（
県
民
の
森
入
口
駐
車
場
） 

▼
11
月
２
日
（
土
）
…
旧
六
十
里
越
街
道

を
歩
く
コ
ー
ス
（
ヤ
マ
ザ
ワ
中
山
店
駐
車

場
） 

▼
11
月
23
日
（
土
）
…
中
山
町
内
探

索
西
コ
ー
ス
（
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
務
所
前
）

●
時
間　
午
前
７
時
～
９
時

●
参
加
費
（
５
回
分
）　

１
０
０
０
円
（
会

員
は
無
料
）

総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

 　
　

 

☎
０
８
０
‐
６
０
４
５
‐
６
６
２
０

各
種
ロ
ー
ン
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
労
働
金
庫
寒
河
江
支
店

　
　
　
　
☎
０
２
３
７
‐
８
６
‐
２
２
１
０

　
産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
１
１
４

【
生
活
応
援
ロ
ー
ン
】

　
町
と
労
働
金
庫
が
協
力
し
低
利
で
融
資
す

る
制
度
で
す
。
自
動
車
購
入
・
教
育
資
金
・

医
療
費
・
冠
婚
葬
祭
費
、
借
財
返
済
等
、
生

活
資
金
全
般
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

●
対
象　
会
社
や
商
店
に
１
年
以
上
お
勤
め

の
方
で
、
労
働
組
合
が
無
い
、
ま
た
は
職

場
に
融
資
制
度
の
無
い
方

●
融
資
額　
２
０
０
万
円
以
内

●
金
利　
２
・
６
％
／
年
（
固
定
金
利
・
保

　
証
料
率
を
含
む
）

●
保
証　
労
働
金
庫
指
定
の
保
証
機
関
の
保

証
が
必
要
で
す
。

【
ふ
る
さ
と
奨
学
ロ
ー
ン
】

　
地
域
の
人
材
を
大
切
に
考
え
た
教
育
ロ
ー

ン
で
す
。
ご
子
弟
が
卒
業
後
、
県
内
に
就

職
・
就
業
し
た
場
合
は
そ
れ
以
降
の
利
子
に

対
し
て
、
元
金
２
０
０
万
円
を
限
度
に
教
育

基
金
協
会
か
ら
年
１
・
０
０
％
の
利
子
補
給

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
用
途　
大
学
・
短
大
・
高
校
・
専
門
学
校

等
の
学
資
金
、
住
居
・
生
活
資
金
な
ど

●
融
資
限
度
額　
最
高
１
０
０
０
万
円

●
金
利　
２
・
５
～
３
・
６
５
％
／
年
（
固

定
金
利
・
保
証
料
率
を
含
む
）

※
在
学
期
間
中
ご
負
担
軽
減
と
し
て
、元
金

据
え
置
き
が
で
き
ま
す（
最
長
６
年
間
）。

※
金
利
は
９
月
末
ま
で
の
も
の
で
す
。10
月

以
降
の
金
利
に
つ
い
て
は
東
北
労
働
金
庫

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
返
済
期
間　
最
長
10
年
。
特
約
期
間
（
在

学
期
間
中
の
う
ち
、
最
長
６
年
間
）
の
返

済
期
間
を
含
み
ま
す
。

●
保
証　
労
働
金
庫
指
定
の
保
証
機
関
の
保

証
が
必
要
で
す
。

◆
上
記
ま
た
は
教
育
基
金
協
会
☎
６
３
５
‐

　
０
１
０
１
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
６
６
２
‐
４
３
６
１

【
シ
ル
バ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

参
加
者
募
集
】

●
日
時　
10
月
８
日
（
火
）
午
前
９
時
～

●
場
所　
す
ぱ
ー
く
中
山

●
競
技

　ま
り
入
れ
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

競
争

●
参
加
資
格　
町
内
に
お
住
ま
い
の
60
歳
以

上
の
方
。
１
チ
ー
ム
５
名
以
上
で
地
区
毎

に
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
く
だ
さ
い
。

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
締
切　

９
月
30
日
（
月
）

●
申
込
方
法　
申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記

入
し
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
ま
た
は
各
地

区
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
（
申
込
用
紙
は
提
出
先
に
用
意
）。

【
～
行
政
・
人
権
・
心
配
ご
と
・
法
律
～

　
　
　
　
　
　
　

 

一
日
合
同
相
談
所
開
設
】

●
期
日　
10
月
９
日
（
水
）

●
時
間　
午
前
10
時
～
午
後
3
時
（
弁
護
士

へ
の
相
談
は
午
後
１
時
30
分
～
３
時
）

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
研
修
室

●
相
談
員　

町
心
配
ご
と
相
談
員
、人
権
擁

護
委
員
、行
政
相
談
委
員
、町
顧
問
弁
護
士

●
受
付
内
容　
心
配
ご
と
、
人
権
に
関
す
る

こ
と
、
行
政
に
関
す
る
こ
と
、
法
律
相
談

●
相
談
料　
無
料

◆
弁
護
士
へ
の
相
談
の
み
、
予
約
制
で
す
の

　
で
、
電
話
で
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
近
隣
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
耳
よ
り
情
報
】

☆
第
１
回
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン

　
①
山
形
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局（
☎

６
１
５
‐
１
１
８
２
）　
②
10
月
６
日

（
日
） 

③
山
形
市
街
地 

④
山
形
市
総
合
ス

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
ス
タ
ー
ト
し
、市
街

地
を
ゴ
ー
ル
と
す
る
(1)
２
１・
０
９
７
５

㎞
、(2)
４・
２
１
９
５
㎞
、(3)
２・
１
９
５

㎞
の
３
コ
ー
ス
を
用
意
。山
形
市
の
自
然
、

歴
史
、文
化
、食
、人
情
な
ど
魅
力
あ
ふ
れ

る
山
形
の
全
て
を
満
喫
し
て
い
た
だ
け

る
マ
ラ
ソ
ン
大
会
。⑧
詳
し
く
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.yam
agata-city-

m
arathon.com

/

）を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
み
ち
の
く
こ
け
し
ま
つ
り

　
①
山
形
市
観
光
物
産
課
（
☎
６
４
１
‐

１
２
１
２
）　
②
10
月
５
日
（
土
）
～
６

日
（
日
）　
③
七
日
町
ナ
ナ
ビ
ー
ン
ズ
６

階 

山
形
芸
文
美
術
館　
④
こ
け
し
工
人

の
実
演
や
販
売
、
絵
付
け
体
験
な
ど
。

☆
第
13
回
山
形
市
農
畜
産
物
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
①
山
形
市
農
政
課
（
☎
６
４
１
‐

１
２
１
２
）
②
10
月
19
日
（
土
）　
③
山

形
駅
西
口
イ
ベ
ン
ト
広
場　
④
農
畜
産
物

直
売
、
山
形
牛
・
県
産
豚
焼
肉
無
料
試
食
、

郷
土
料
理
の
振
舞
い
な
ど
。

☆
最
上
義
光
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事
業

　
①
最
上
義
光
公
没
後
４
０
０
年
記
念
事

業
実
行
委
員
会
事
務
局
（
☎
６
４
１
‐

１
２
１
２
）　
②
11
月
ま
で
。
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
…
10
月
12
日
（
土
）
～
13
日
（
日
）

③
最
上
義
光
歴
史
館
、
霞
城
公
園
、
中

心
市
街
地
ほ
か　

④
最
上
義
光
公
没
後

４
０
０
年
と
い
う
節
目
の
年
に
あ
た
り
、

様
々
な
記
念
事
業
が
開
催
さ
れ
ま
す
。　

⑧
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

yoshiaki400.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

☆
蔵
王
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン
「
彩
り
の
庭
」

　
①
ペ
ン
シ
ョ
ン
あ
っ
ぷ
る
（
☎
６
７
９
‐

２
３
２
９
）　

②
９
月
28
日
（
土
）
～
10

月
６
日
（
日
）　
③
蔵
王
ペ
ン
シ
ョ
ン
村

④
ペ
ン
シ
ョ
ン
９
軒
の
庭
を
公
開
。
食
事

や
お
茶
が
楽
し
め
る
ペ
ン
シ
ョ
ン
も
。

☆
ク
ア
オ
ル
ト
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　
①
上
山
市
観
光
物
産
協
会
（
☎
６
７
２

‐
０
８
３
９
）　
②
10
月
１
日
（
火
）
～

12
月
15
日
（
日
）
午
後
２
時
～
４
時　
③

西
山
コ
ー
ス
（
里
山
）　
④
紅
葉
を
眺
め

な
が
ら
里
山
を
専
任
ガ
イ
ド
と
歩
き
ま
す
。

⑥
２
６
０
０
円　
⑦
当
日
午
前
10
時
ま
で

☆
か
が
り
火
コ
ン
サ
ー
ト

　
①
山
辺
町
ふ
る
さ
と
資
料
館（
☎
６
６
４

‐
５
０
３
３
）　
②
９
月
28
日（
土
）午
後
６

時
30
分
開
演（
６
時
開
場
）　
③
山
辺
町
ふ

る
さ
と
資
料
館　
④
蔵
の
あ
る
中
庭
で
秋

の
音
色
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
⑥
無
料

【
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

 

各
種
講
座
の
お
知
ら
せ
】

①
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校〔
山

形
市
松
栄
２
‐
２
‐
１（
☎
６
４
４
‐

９
２
２
７
、FAX
６
４
４
‐
６
８
５
０
、ホ
ー
ム

ペ
ー
ジhttp://www.yamagatanoukai.jp/

）〕

☆
介
護
サ
ー
ビ
ス
科
受
講
生
募
集

②
10
月
16
日
（
水
）
～
平
成
26
年
１
月

15
日
（
水
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時
25

分　
※
休
日
…
原
則
土
・
日
曜
日
、
祝
日
、

年
末
年
始　

③
株
式
会
社
セ
ラ
フ
ィ
ム

〔
山
形
市
穂
積
１
１
６
‐
３
〕　

⑤
公
共

職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み
を
し
て

い
る
方
で
、
職
業
に
必
要
な
技
能
、
知
識

を
習
得
し
て
再
就
職
を
希
望
し
、
公
共
職

業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
、
受
講
推
薦
又

は
支
援
支
持
を
受
け
た
方
。
定
員
20
名

（
最
少
催
行
人
員
15
名
）　

⑥
受
講
料
は

無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト
代
お
よ
び
職

業
訓
練
総
合
保
険
料（
約
１
７
０
０
０
円
）、

並
び
に
健
康
診
断
料（
約
１
０
０
０
０
円
）、

そ
の
他
諸
経
費
は
個
人
負
担
と
な
り
ま

す
。 

⑦
９
月
20
日
（
金
）
ま
で
、
求
職

申
込
み
を
し
て
い
る
公
共
職
業
安
定
所

の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手
続
は
、

お
住
ま
い
の
住
所
ま
た
は
居
所
を
管
轄

す
る
公
共
職
業
安
定
所
で
行
っ
て
く
だ

さ
い
。　

⑧
説
明
会
▼
日
時
…
９
月
27

日
（
金
）
午
前
10
時
（
時
間
厳
守
。
10

分
前
ま
で
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
）

▼
場
所
…
県
立
山
形
職
業
能
力
開
発
専

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

☆
Ｃ
Ａ
Ｄ
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
科
受
講
生
募
集

②
10
月
30
日
（
水
）
～
平
成
26
年
１
月

29
日
（
水
）
午
前
９
時
10
分
～
午
後

３
時
50
分　

※
休
日
…
原
則
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始　

③
山
形
県
産

業
創
造
支
援
セ
ン
タ
ー
（
株
式
会
社
リ

カ
ノ
ス
）〔
山
形
市
松
栄
１
‐
３
‐
８
〕

⑤
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
の
申
込
み

を
し
て
い
る
方
で
、
職
業
に
必
要
な
技

能
、
知
識
を
習
得
し
て
再
就
職
を
希
望
し
、

公
共
職
業
安
定
所
長
の
受
講
指
示
、
受

講
推
薦
ま
た
は
支
援
支
持
を
受
け
た
方
。

定
員
20
名
（
最
少
催
行
人
員
15
名
）　

⑥

受
講
料
は
無
料
。
た
だ
し
、
テ
キ
ス
ト

代
お
よ
び
職
業
訓
練
総
合
保
険
料
（
約

１
３
０
０
０
円
）、
並
び
に
検
定
料
は
個

人
負
担
。　

⑦
10
月
３
日
（
木
）
ま
で
、

求
職
申
込
み
を
し
て
い
る
公
共
職
業
安

定
所
の
担
当
者
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
手

続
は
、
お
住
ま
い
の
住
所
ま
た
は
居
所

を
管
轄
す
る
公
共
職
業
安
定
所
で
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
⑧
説
明
会
▼
日
時
…
10

月
10
日
（
木
）
午
前
10
時
（
時
間
厳
守
。

10
分
前
ま
で
受
付
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ

い
）　

▼
場
所
…
県
立
山
形
職
業
能
力
開

発
専
門
校　

▼
内
容
…
訓
練
内
容
の
説

明
と
適
性
検
査　

▼
持
ち
物
…
筆
記
用

具 門
校　

▼
内
容
…
訓
練
内
容
の
説
明
と

適
性
検
査　
▼
持
ち
物
…
筆
記
用
具
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事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付
保健福祉
センター

食生活改善推進
協議会（１部）
講習会

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書

９/24（火）
９：00～10：00

９/24（火）
10:30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談、予防接種に
ついての相談を行います。

保健福祉
センター
検診ホール

10/７（月）

総合検診結果
説明会・相談会

10/３（木）
13：30集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成24年10月・25年６月生まれの子どもと前回未受診の
子ども
●持ち物　母子手帳･バスタオル・問診票･交換用おむつ
　　　　　（11か月児は歯ブラシも）

乳児健診

乳がん・
子宮頸がん・
骨粗しょう症検診

あおば、金沢、柳沢地区の方で次に該当する方
・子宮がん検診…20歳以上の女性
・乳がん検診…40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診
　　　　…40･45･50･55･60･65･70歳の女性
●持ち物　問診票・検診料金・国保加入者は保険証
◆直接検診会場に行く方は13：30までお越しください。　
※送迎バス時刻
西部地区公民館（金沢）12：30、大津商店前12：35、
あおば地区内公園（北側）12：45

　　９/25（水）　　
11か月児
13：00集合
３か月児  
13：20集合

山形県成人病
検査センター
（寒河江市）

定期健康相談
予防接種相談会

10/９（水）
受付時間
13：20～13：50

１歳６か月児
健診

平成24年１月～３月生まれの子どもと前回未受診
の子ども
●持ち物　母子手帳、問診票、交換用オムツ、
　　　　　バスタオル

８月30日または９月２日に総合検診を受けた方または
その家族の方。総合検診の結果をお知らせし、検診
結果相談会を行います。
●持ち物　健康手帳
※送迎バス時間
向新田公民館12：45、達磨寺バス停前（寒河江方面） 12：50、
達磨寺村社前12：55、上町コミュニティセンター前 13：00、
中山町役場前13：05、東部地区多目的交流センターあさひ
13：10、旧母子寮前13：20

９月24日～30日は結核予防強化月間です
～長引く咳は赤信号　過去の病気ではありません～　結核に注意！　
結核を予防するには？
●2週間以上咳が続くようなら、医療機関を受診しましょう
●小児は重症結核になりやすいので、予防として生後12か月までにBCGワクチンを接種しましょう
●職場や住民検診で胸部レントゲン検査を定期的に受診し、異常を指摘された場合は、すみやかに
　医療機関を受診しましょう

９/29（日）
９：00集合

保健福祉
センター
２階会議室

協議会１部会員の方
●内　容　高血圧予防（薄味でもおいしい料理）
　　　　　いも棒煮試食会
●持ち物　エプロン、三角巾、米80ｇ、筆記用具、
　　　　　活動記録（ピンク）
◆出欠の連絡を９月20日（金）まで健康福祉課健康
　づくりグループ（☎６６２－２８３６）へご連絡ください。

保健福祉
センター
検診ホール

幼児発達相談
（予約制）

こころの相談
（予約制）

10/９（水）
午前中

保健福祉
センター

ことばの発達などの相談を行います。
希望する方は10月２日（水）までお申込みください。

10/10（木）
13：30～

保健福祉
センター

２階洋会議室

こころの病気について本人またはそのご家族の相談
を行います。希望する方は10月３日（木）までに健康福
祉課健康づくりグループ（☎６６２－２８３６）へ
申し込んでください。

子どもと高齢者を交通事故から守りましょう！子どもと高齢者を交通事故から守りましょう！子どもと高齢者を交通事故から守りましょう！

秋の交通安全町民運動　９月21日（土）～９月30日（月）

●歩行者・自転車利用者は…
　　夕暮れ時と夜間は夜光反射材を着用しましょう。
●自転車利用者・ドライバーは…
　　早めのライト点灯を心がけましょう。
●ドライバーは…
　　全ての席でシートベルト着用を徹底しましょう。また、飲酒運転は絶対
　　に止めましょう！

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

【
知
財
総
合
支
援
窓
口
の
ご
案
内
】

　

①
相
談
専
用
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
☎

０
５
７
０
‐
１
８
２
１
０
０
）　
②
午
前

８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分
（
土
・
日
曜

日
、
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）　
④
特

許
や
商
標
な
ど
の
出
願
手
続
き
方
法
や
費

用
／
先
行
技
術
や
先
願
商
標
の
調
査
方
法

／
知
的
財
産
権
に
よ
る
技
術
等
の
保
護
手

段
／
知
的
財
産
で
保
護
を
図
り
な
が
ら
の

ブ
ラ
ン
ド
確
立
な
ど　
⑥
無
料　
⑧
本
件

に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
…
山
形
県
発
明

協
会
（
☎
６
４
４
‐
３
３
１
６
）

【
防
衛
大
学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校

　
　
　
　
　
　
　
　

 

学
生
を
募
集
し
ま
す
】

　
①
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎
６
３
２

‐
８
９
７
６
）　
②
９
月
５
日
（
木
）
～

30
日
（
月
）　
④
※
募
集
種
目
、応
募
資
格
、

一
次
試
験
日
程
の
順
に
記
載　
▼
防
衛
大

学
校
学
生
（
一
般
）、
高
卒
以
上
（
見
込

み
含
）
21
歳
未
満
の
者
、11
月
９
日
（
土
）

～
10
日
（
日
）　

▼
防
衛
医
科
大
学
校
医

科
学
科
学
生
、
高
卒
以
上
（
見
込
み
含
）

21
歳
未
満
の
者
、
11
月
２
日
（
土
）
～
３

日
（
日
）　

▼
防
衛
医
科
大
学
校
看
護
科

学
生
、
高
卒
以
上
（
見
込
み
含
）
21
歳
未

満
の
者
、
10
月
19
日
（
土
）　

⑧
防
衛
大

学
校
・
防
衛
医
科
大
学
校
・
看
護
学
生
説

明
会
を
開
催
し
ま
す
。
▼
日
時
…
９
月
21

日
（
土
）
午
前
10
時
～
午
後
１
時　
▼
山

形
会
場
…
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
、
寒

河
江
会
場
…
寒
河
江
市
文
化
セ
ン
タ
ー
２

階
第
１
研
修
室

【
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
介
護
講
座
】

　
①
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
２
７
‐

７
４
３
１
、
FAX
６
２
７
‐
７
４
３
３
）　

②
・
④
▼
10
月
２
日
（
水
）
午
後
１
時
～

【
ア
ル
コ
ー
ル
家
族
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
】

　
①
山
形
県
精
神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
☎

６
２
４
‐
１
２
１
７
）　
②
毎
週
水
曜
日

（
午
後
２
時
～
３
時
30
分
）　
③
山
形
県
精

神
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　
④
参
加
者
と
の

話
し
合
い
・
ミ
ニ
講
話
等　
⑥
無
料　
⑦

電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

☆
女
性
の
た
め
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
受
講
生
募
集

②
10
月
15
日
（
火
）
～
18
日
（
金
）（
４

日
間
）
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時
30

分　

③
山
形
職
業
能
力
開
発
専
門
校

２
階　
④
文
書
作
成
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
Ｗ

ｏ
ｒ
ｄ
を
基
礎
か
ら
学
び
ま
す
。
※

W
indow

s7

、offi
ce2010

を
使
用 

⑤

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
を
基
礎
か
ら
学
び
た
い
女
性

の
方
。
定
員
20
名
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
に
よ
り
決
定
）。 

⑥
１
０
５
０
０

円
（
テ
キ
ス
ト
代
２
１
０
０
円
含
む
）　

⑦
９
月
26
日
（
木
）
午
後
４
時
締
切
。
①

ま
で
申
込
用
紙
を
請
求
の
う
え
、
郵
送

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

【
不
動
産
出
張
無
料
相
談
会
】

　
①（
公
社
）山
形
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

（
☎
６
４
２
‐
８
１
３
３
）　
②
９
月
21
日

（
土
）午
前
９
時
～
正
午　
③
勤
労
文
化
セ

ン
タ
ー
第
１
研
修
室　
④
不
動
産
取
引
に

関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
相
談
、注
意
点
等

３
時
…
自
主
提
案
講
座
『
み
ん
な
で
ノ
ル

デ
ィ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
』　

▼
10
月
５

日
（
土
）
午
前
10
時
～
12
時
…
土
曜
講
座

『
ポ
ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
っ
て
？
』　
▼
10
月
９

日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
…
介
護
予
防

講
座
『
在
宅
介
護
～
看
護
の
基
礎
知
識
』

▼
10
月
16
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
…

介
護
予
防
講
座
『
介
護
保
険
の
仕
組
み

と
サ
ー
ビ
ス
』　

▼
10
月
18
日
（
金
）
午

後
１
時
～
２
時
30
分
…
福
祉
用
具
ま
な
び

会
『「
あ
る
く
」
を
助
け
る
福
祉
用
具
』　

▼
10
月
22
日
（
火
）
午
後
１
時
～
３
時
…

県
民
公
開
講
座
『
認
知
症
の
方
へ
の
や
さ

し
い
介
護
技
術
』
※
会
場
…
米
沢
市
す
こ

や
か
セ
ン
タ
ー　
▼
10
月
23
日
（
水
）
午

後
１
時
～
３
時
…
県
民
公
開
講
座
『
認
知

症
の
方
へ
の
や
さ
し
い
介
護
技
術
』
※
会

場
…
酒
田
市
公
益
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
北

公
益
文
科
大
学
酒
田
キ
ャ
ン
パ
ス
内
）　

▼
10
月
30
日
（
水
）
午
後
１
時
～
３
時
…

介
護
予
防
講
座
『
口
腔
ケ
ア
～
口
と
歯
の

お
手
入
れ
術
』　
③
山
形
県
介
護
学
習
セ
ン

タ
ー
（
山
形
市
小
白
川
町
二
丁
目
３
‐
30
）

⑤
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で

も
。
定
員
は
30
名
（
た
だ
し
「
自
主
提
案

講
座
」・「
福
祉
用
具
ま
な
び
会
」
は
20

名
、
公
開
講
座
は
１
０
０
名
）。　
⑥
無

料　

⑦
電
話
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
（
任
意

様
式
）
で
、
講
座
ご
と
に
申
込
ん
で
く
だ

さ
い
。
携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か

ら
も
「
山
形
e
申
請
」
を
使
っ
て
受
講
申

込
が
で
き
ま
す
。
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